


















































































































 輩1騰辮  死劇頭蓋内出ぬi有 ルき














































































 巳の 審査 結 果 要
旨
 )結
例
 ・る
と
 新生児の死因としてア又その先天性異常原因として頭蓋内出血が重要なことは,産料及び小児科
 の常識乏覆っている、しかし3死亡して剖見された場合は別として,生存して行ぐような兇の頭蓋
 内閏血を診断することは殆んど不可能であった・著者はフ眼底は既に頭蓋内であり,しかも外部か
 ら観察し得る唯一の場所であることに着眼し,眼底所見から7頭蓋内出血を機窪しようと企図した.
 死亡児に就て}頭蓋内出血と眼底脂血との関係を検討し,かなりの程度に両者が平行ずることを確
 かめている.
 著者の観察によれば,自然分娩でもその綯う/4に,鉗子分娩では約半数に底出1煎の存在する
 ことを確認した、之等眼底出血のうちヲ高度のものでは}その後発育程度も遅れる傾向も認めてい
 る.又,眼底出血のうちには黄斑部や製、頭などに起るものがあ外之は将来r児の魂力障害の原因
 となることが考えられヲ誠に重大視すべきものと思われる.
 著者は更に眼底出血を指顧として,出血防止の点をも検1討し季従来,有効と薄れていたビタミγ
 Kには効力を認め得ず伊血管強化剤たるヘスナに著効を認めている・
 本論交は先天性異常を防止する上に有力な手がかりを与えたもので,勘募から注目されている.
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